
           1ねんせいの みなさんへ 

 

まいにち げんきに すごしていますか？ 

たんにんの せんせいのなまえは わすれていないかな？ 

しょうがっこうの おやすみが ながくなったので、あたらしい「ちょうせん」をだします。 

おうちのひとと がんばって みてくださいね。 

 

①えほんを じぶんで よんでみよう。（おうちのえほんで いいよ） 

②きょうかしょの ぶんを おぼえて、 みないで いってみよう。 

③ひらがなを かいてみよう。（かきじゅんは ただしくね） 

④さんすうの もんだいを どんどんやってみよう。 

（「さんすうのきょうかしょ」にある もんだいを どんどんやってみよう） 

②ばんの、おはなしをおぼえて、みないでいう べんきょうは「あんき」といいます。 

「あんき」ができるようになったら、がっこうにきたときにせんせいにきかせてね。 

ちゃんとだたしく 「あんき」ができていたら、ごほうびしいるがもらえますよ！ 

あんきする ぺえじ 

１４・１５ぺえじ  「あいうえおにのうた」 → じゃんぼ ごほうびしいる 

２３ぺえじ    「かばさんのさんぽ」 → ごほうびしいる 

３３ぺえじ  「ねことばった」 → ごほうびしいる 

３４～３９ 「かえるのかさ」 → じゃんぼごほうびしいる 

 


